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〔研 究報告要 旨〕

2011年 の東 日本大震 災で発生 した福 島第一原 子力発電所 の事故 の影響 で、

双葉 町 はほぼ全域 が避難 指定地域 の帰還困難 地域 に指定 され 、双葉 町の住 民は

さま ざまな地域 に分かれ て避難生活 を してい る。いわ き市勿 来地 区には、双葉

町役 場 (い わき事務所 )、 双葉 町避難 民のた めの大規模 な仮設住 宅 があ り、今

後、双 葉 町 の町外拠点 と して機 能す るこ とが期待 されてい る大規模 な復興公営

住 宅 の建設 が予定 され てい る。復 興公営住宅 の建設予定地 は、勿来地 区の既存

の市街 地 に隣接 してお り、既存住 民 の コ ミュニテ ィのなかに、原発事故避難住

民 に よる新 しい コ ミュニテ ィが形成 され るかたちにな る。本研 究の 目的 は、勿

来地 区 を事例 として、既存住 民 と原発事故避難住 民の共生 コ ミュニテ ィ形成 の

可能性 と課題 を明 らか にす るこ とで ある。

勿 来 地 区の市民活動 団体が主催 し、勿来住 民、双葉住 民、いわき市職員 、双

葉 町役 場 の職員 な どが参加 し、芝浦 工業大学 中村仁研 究室が支援す るかたちで

「勿 来 と双葉 の共生 コ ミュニテ ィデザ イ ン事業」 を 2014年 12月 か ら継続 的

に実施 す る とともに、2015年 10月 には交流イベ ン トとして 、復興公営住宅の

建設 予 定地周辺 を対象 と した 「勿来 まちあ るき :く ばたん けん」 を実施 した。

また、 同時 に勿来住 民、双葉住民、行政職員へ の ヒア リング調査 を実施 した。

以上 の諸活動や調査 で得 られた意 見 を分析す る と、賠償金格差 に よる軋蝶 が

あ る こ とのほか、勿来地 区 と双葉町両住 民 の交流機会 が不足 してい るこ とが主

要 な問題 点 であ り、共生 コ ミュニテ ィ形成 に向 けて、両住 民が楽 しみ なが ら自

然 と交 流 で きるよ うなイベ ン トを増やす こ とが課題 で あるこ とが明確 になつ

た。た だ し、行政が主体 となって、異 な る 自治体 の住 民に対 して特 定の地 区だ

けを対 象 に交流イベ ン トな どを実施す るこ とは困難 で ある。そのた め、勿来地

区の事 例 の よ うに、市 民活動 団体 が主導 して さま ざまな主体 と連携 しなが ら交

流イベ ン トを企画 0実 行 し、それ を避難先 と避難元 の両方 の 自治体 がバ ックア

ップす るか た ちで進 め るのが有効 な方法 であ る。


